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【氏名】山本 藤子 
【出身地】東京都  
【着任日】2019年8月茨城県稲敷市に地域おこし協力隊着任 
【経歴】 
化粧品会社海外営業、ライセンス承認担当、商社海外営業、 
WEB制作、英会話講師等々 

ドイツに２年、ニュージーランド１年、フィリピンに５ヶ月、 
マレーシアに７ヶ月滞在し、一人旅で２０カ国以上海外渡航経験

 自己紹介 



空き家活用を通じた 
関係人口の増加及び 

地域活性 
インバウンドの促進

【活動目的】



世界各地への旅



アーティストとの活動





難民とアーティストとの活動



•経験を活かした活動 
自分自身の海外一人旅の経験で、偶然出会った人たちとの交流が記憶に残っています。また様々な場所を見て感じた経験、ドイツでの
ホテル立ち上げの経験も活かして、人が自然に集まれ、誰もがフラットな場所を作りたいという思いがあります。しかし、場だけでは
なく、継続していくためには当然ですが、きちんとした収益も必要なので、事業として成り立たせていくことが必要です。 

•農が身近　 
稲敷市に着任してから最初の頃は農家さんのお手伝いをさせていただいたり、長いこと使われていなかった畑を借りて、作物を育て
ました。現在は、宿の前に長年使われていなかった畑があるので、農がより身近に感じられ、持続可能で健康的な生活を得ることが
できます。宿泊いただいた方にも同様に農を身近に、そしてその楽しさを共有してければと思います。 

•成田空港から40分、東京から1時間ちょっとで来れる距離 
茨城県稲敷市は最寄り駅がありませんが、成田空港から車で40分、東京へも約１時間３０分もかからず行けてしまう距離です。 
都内から近いのに、自然もある田舎暮らしをすることのできる場所です。(*成田空港から直接来れるアクセスは現状ないので、近さは
活かされていない。) 

•空き家や土地がある 
東京では土地、建物が高いですが、地方であれば大幅に予算を抑えて、建物を借りたり購入できます。新築ではなく、既にある家、空
き家を活用することで、空き家問題による地域の活力の低下、それに伴うインフラ低下などの問題の解決にも貢献できます。 
但し、空き家は多くても、その状態、登記、所有者、親族の様々な問題から実際に賃貸や購入できる状態の家を見つけるのは大変と
いう一面もあります。

なぜ茨城県稲敷市で農家民宿ゲストハウス ？



•観光地を訪れる旅ではなく、地域の人に会い、一人では行けないようなディープ
ローカルを体感でき、近場の田舎の暮らしの魅力に触れることができる。  

•地元の商店、食堂、健康センター活用の促進。 
•一人ひとりが自由に過ごしつつも、一緒の時間を過ごすこともできる。  
•第二の家のようなサードプレイス的くつろぎの場でありながらも、新しい出会いも
ある

国籍,年齢,立場など関係なく、 
フラットに外からの人や地域の人たちが交流できるきっかけになる場

どんな農家民宿ゲストハウス?

• 外国人の中長期滞在者にとっては成田空港からの近さから、日本の拠点として日本の暮
らしに関する情報を交換できる。 

• 国や年齢を超えた交流を楽しめ、何か生まれる場  



農家民宿ゲストハウス 
INASHIKI NEST 

キッチンガーデン
地域農家

地域体験

地域商店

地域食堂/レストラン

地域健康センター

神社仏閣 農家民宿ゲストハウスINASHIKI NEST 

地域全体を体験

地域の材料を調達し 
自分たちで調理

散策



Under Tourism

Sustainable Tourism
環境や地域住民を尊重し、地域を楽しむながら貢献できる旅 

埋もれていた資源を活かした体験

混んでいる観光地でない旅



ゲスト 
• 個人できても入れないような場所に行ける。 
• 地域の人たちと交流しやすい。 
• 田舎暮らし体験ができる。 
• 移住、引越しのイメージが持てる。 
• 楽しみながら貢献できる。 

地域 
• 購入、消費してくれる。 
• 限定的なコミュニティ以外の人と出会える。 
• 外からの人と話すことで地域の良さを再認識。 
• やりがい、生きがいになる。 
• 移住や関係人口の増加により地域衰退の抑制 

ホスト 
• 地域の人に喜んでもらえる。 
• ゲストの人に喜んでもらえる。 
• 継続可能な運営に繋がる 

三方よし
関わる人全てにプラスの何かがあることを意識して活動しています。



地域体験



ディープローカル
個人で訪れただけではできない地域の奥深く入った体験

農のある暮らし体験
目の前の畑から採れたての野菜やハーブを。



地域の自家菜園体験の様子の一例

•田舎暮らしに興味のあるご家族は、家庭菜園の方が農場よりも、より身近でリアルに
移住生活をイメージしやすい。



地域体験&交流の様子



地域体験&交流の様子

•長年使われていなかった窯を再利用。 
•廃棄していた杉の木を再利用



耕作放棄地から畑へ



耕作放棄地から畑へ

•畑は使わないと荒れてしまい、雑草の管理が大変なだけの厄介な土地。 
しっかりと有効活用していけば、食育や食糧、楽しさを提供できる場所へ。



空き家活用/維持
•今あるものを補修し、活用したり、より良いものへと変えていく 
•空き家を活用することで治安や景観の維持及び向上 
•価値ある日本家屋を残す



大量のゴミの処分

•空き家はすぐにリノベーションに着手できるわけではなく、大量の不用品の処理にお
金と時間がかかります。



リノベーション前及びリノベーション中

•限られた自分の予算では、何を業者さんに依頼し、何を自分でやるかしっかりと考え
て、進めていく必要があります。



リノベーション前及びリノベーション中



リノベーション前及びリノベーション中



部屋1リノベーション前及びリノベーション中



リノベーション前及びリノベーション中



BEFOREリノベーション前及びリノベーション中



老木伐採

•ボランティア活動をしている空き地フィールダーズによって、台風がきていたら倒れ
ていたであろう大木を伐採していただいたことにより、スズメバチやカラスがよりつ
きづらくなり、家全体に光が入り明るさアップ。



湿気対策及び駐車場増設

•改善していくのは建物の家だけではなく、その周りの庭等の状態もです。



DIYリノベーション 
などの後の写真



BEFORE AFTER

•車の出入りがしやすくなり、家全体に光が入ることで、明るくなりました。



BEFORE AFTER

•車の出入りがしやすくなり、明るくなりました。



BEFORE AFTER

スズメバチが巣を作りやすい状態で、木により光が遮られていましたが、 
朝日が入るようになり、地域の権現様もよりお参りしやすくなりました。



AFTER



AFTER



AFTER



AFTER



AFTER



AFTER



AFTER



インバウンド
• 海外からあるいは、田舎が日常ではないゲストは、 
地域の当たり前を、魅力と感じ、価値があると捉えている。 
• 国際交流は平和貢献への草の根活動にも繋がる。

一面の田んぼの景観が綺麗! 
素敵な日本家屋。畳、障子、木のデザインも日本らしくて素敵! 
野菜が育っている状態を見れて、採りたての野菜を食べれる!

田んぼしかない 
普通の農家住宅 
雑草管理が大変で普通の畑

地元の人にとっては… 海外からや外からの人にとっては…
例え

ば



台湾向けライブツアー 茨城県国際観光課 
* 

制作会社

https://fb.watch/ca7U00Z3oB/



モニターツアー



茨城県国際観光課 
* 

旅行会社



茨城県国際観光課 
* 

クリエーション会社

プロモーション動画撮影時



WEB/SNS
サイトやSNS等を使い、写真や動画で、市内の景観やそこでの暮ら
しなどを国内及び海外へ発信することで、まずは、茨城県稲敷市自
体を知ってもらうことから始めていく。



WEBサイト及びSNS

• ホームページ inashikinest.com 
• Blog (英語) madam-fujiko.com 
• Twitter　@madam_fujiko 
• instagram　@madam_fujiko 
• Youtube INASHIKI NEST

http://madam-fujiko.com


ご覧いただきありがとうございました。 
Thank you :)


